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１　県内多くの方に交通安全意識の高揚や、交通安全に
　関する知識の興味をひき、頭、心に残る交通安全ミュージカルと
　交通安全教育者の人材育成を兼ね、交通教育の統一化を図る
　ため１０箇所を開催。また被害が多発している特殊詐欺に
　ついても、２４か所の特殊詐欺ミュージカルを開催。

①「交通安全・特殊詐欺ミュージカル」を広域で開催
②交通安全教育者の育成
③不登校の生徒がスタッフとして参加する環境の提供
④特別支援学校の卒業生の働く場所の提供

①中信、南信、東信地区２２箇所で交通安全・特殊詐欺ミュージカル
　ジカルによる交通安全教室・講座を実施し、幼児、児童、保護者
　保護者、高齢者と幅広い世代の方に受講して頂き尚且つ
　「楽しく、わかりやすいなど」の評価を受けられた。

②地区の交通指導員・防犯委員と協働での活動ができ、
　育成つながった。

③日程、時間調整で難しいところもあるが、教室見学
　までに至ことができた。あとかた付けを参加してもらう
　ことができて、前進できた。
　この事業は続けてほしいと言う要望を頂いた。
④担当の先生と調整し、日程調整が困難だが
　今後も継続していきながら、働く場所の提供に
　協力していくこととなった。

今後もいのちの大切さをわかって頂ける効果のある交通安全教室を展開し、防犯上も身近に感じて頂けるように事例なども
取り入れていく。また、活動の継続させるため、引きつづき各自治体、学校、保育園、高齢者施設などと連携を図って、安全
安心なまちづくりに取り組む。

今後の取り組み

　育成につながった。
・交通教育者・防犯委員の育成も実施が出来き

自己評価【　Ａ　】

・「交通安全・特殊詐欺ミュージカル」の開催については

・不登校生徒への環境の提供も関係機関との

　実施に向け調整中

平成２７年度　地域発　元気づくり支援金事業総括書
（松本地域）

だれもが参加したくなる心に響く安心安全イベント
特定非営利活動法人　交通教育とらふぃっくＳisters
塩尻市大門一番町12番2号
（４）安全・安心な地域づくりに関する事業
ソフト・ハード
２，３０７，１５６円（うち支援金：１，６７７，０００円）

【目標ねらい】

【理由】

　多くの要請を頂き２２箇所実施。

事　業　内　容

事　業　効　果

　連携がとれた。
・特別支援学校の卒業生、在校生とも、次年



２　スケアードストレイト手法の交通安全教室実施
小中高学校中心にスケアードアストレイト（事故再現）
の交通安全教室の実施

１　小学生、中学生、高校生には、交通事故の恐さを
　　直接知ってもらえる教室を２０回実施した。

２　交通安全教室を真剣に取り組んで交通ルールを
　　守る大切さを理解してもらえた。
　　（実施時のアンケートによる） 【目標・ねらい】

①交通事故の恐怖を体感してもらう。
②県内の多くの小学生に受講してもらう。
③中高生に集中できる交通安全教室を実施。
④社会人になっても心に残る教室を実施する。

引き続き、多くの県民の方に向けて、この手法の教室を実施し、交通事故の恐さを知って頂き
自転車の安全利用に努め、安全安心の街づくりに貢献していく。

事　業　内　容

事　業　効　果

　た。
・受講者にインパクトのある交通安全教室が実施できた。

今後の取り組み

　自己評価【　Ａ　】

・受講者大半交通事故の恐さをわかってもらえた。



３　自発光材(ＬＥＤ)開発
自転車の安全利用の目的から多くの中高生徒に着けたいと思え効果のある、自発光材（ＬＥＤ）の開発

【目標・ねらい】

１地元の中高校生の意見、開発に携わった業者との ①自転車の安全利用を目的とし、夕方夜間においての
念入りな会議を持ち、当初考えもつかなかった開発 交通事故抑制のためにも、ＬＥＤを多くの方に付けて
になった。 もらうため、効果があり、より付けたくなるようなＬＥＤ
ＧＰＳなどを取り込み、広範囲な駐車場ですぐに自分の自 の開発
転車を探すことができる機能をつけ、かつ効果的な位置
効果的な光り方などの開発に取り組めた。
２使用できる年齢層も広げることができ、交通啓発に
とどまらず、認知症のかたの行方不明対策にも適用
できるものが開発されたと思う。

地域、世代を越え「一人ひとりがいのちを守る」という目標に向かえられたこの事業は、今後も
継続していきたい、それと同時に県民の安全安心な暮らしの少しでもお役に立てるように貢献していく。

対策にも期待できる開発ができた。
・量産化するにあたり、資金の面で課題はあるが、近い
うちに

事　業　効　果

・中高校生の意見を取り入れながら、自ら付けたいと
思えるような画期的なＬＥＤ開発になった。
・交通啓発だけではなく、防犯上、認知症での行方不明

今後の取り組み

事業内容

　自己評価【　Ａ　】


